
 

 

 

 

【協議事項 １】令和６年度 地域公共交通確保維

持改善事業・事業評価について（幸手市市内循環

バス・地域内フィーダー系統） 
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別添１

令和7年1月22日

協議会名：

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①運行事業者 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

令和６年度　地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（地域公共交通計画／生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

幸手市地域公共交通会議

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

中田商会株式会社

コミュニティバス
「幸手市市内循環バス」
系統：中央コース（１１．６km）、
東Aコース（２０．６km）、東B
コース（１７．８km）、西Aコース
（１８km）、西Bコース（１２．４
km）
運行回数：（中央）８便／日 （東
A・東B・西A・西B）４便／日
運賃：１乗車（大人）２００円　※
１日乗車券、割引運賃あり

「更なる周知・利用促進の取組
を」との評価を受け、増加する
高齢者を中心とした市民の日
常生活を支える足となる公共
交通網を確保するという目的
のもと、目標達成に向けて市内
循環バスの利用者増を図るた
め、下記のとおり、継続又は新
規の取組を実施した。

①希望者へのマイ時刻表の作
成
②ナビタイムにおける市内循
環バスのインターネット検索環
境の提供
③民間路線バスとの乗継円滑
化を図るため、停留所相互へ
の案内表示
④1日乗車券を利用した杉戸町
町内巡回バスとの相互乗換の
実施
⑤期間中(R5.12.11～12.16）は
どなたでも無料で乗ることがで
きる、市内循環バス無料乗車
キャンペーン（乗り乗りWeek）
の実施

A
事業が計画に位置づけら
れたとおり、適切に実施さ
れた

A

事業が計画に位置付けら
れた目標を達成した。

【令和6年度目標１：年間利
用者数】
（目標）26,106人
（実績）29,991人

【令和6年度目標２：利用者
1人当たりの市負担額】
（目標）1,577.4円
（実績）1,379.6円

　令和６年度は無料乗車
キャンペーンを実施するな
ど、新たな利用促進の取組
を行った結果、増加基調を
維持し、目標を達成するこ
とができたものと考えてい
る。
　引き続き、一人でも多くの
市民に循環バスを利用して
いただくことで、市民の通院
や買い物等の日常生活を
支える移動手段を確保する
という役割は果たしていく。

　東西コースの利用者数の伸
び悩みは依然として課題となっ
ている。
　令和７年度事業においては
市民まつりにおいて、循環バス
車両の展示や無料乗車キャン
ペーンを再度実施し、循環バス
の更なる周知、利用促進の取
組を継続している、
　それに加え、今後の当市公
共交通の全体的な見直し、再
編に向けて、市民により組織さ
れた「地域公共交通あり方検
討会」を設置する等、一人でも
多くの市民が利用できる、利用
しやすい公共交通の実現に向
け、現行の循環バスの形に囚
われない検討を進めているとこ
ろである。
　以上のことから、東西コース
については、利用促進の取組
に加え、現行のコース設定の
見直しや定路線以外の手段も
含めた検討を行い、改善を目
指していく。



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　増加する高齢者や、運転免許証返納により地域公共交通を利用せざる得ない人への対応が課題となる中、市内外
へ移動や、買い物・通院等、市民の日常生活を支える交通手段を確保する。
　本市では平成２７年１０月からデマンド交通を運行してきたが、市で運行する公共交通の利便性及び効率性を高める
ため、市民アンケート等を実施し、その結果を踏まえて、令和４年１月から市内循環バスの運行を開始した。
　市内循環バスの運行に当たっては、補助対象地域間幹線系統（朝日自動車五霞町役場～幸手駅線）との接続を確
保し、利用者のための停留所相互の案内等、乗継を円滑化するべく利用案内を見える化することで、地域公共交通の
利便性向上を図る。
　また、市内循環バスでは、デマンド交通利用者の主な目的地であった、中心市街地に点在している日常生活に必要
な病院、商業施設、公共施設等を鑑み、それらを循環する路線を考慮し、東西地域からのアクセスを可能とした５系統
を運行することで、多くの市民の日常生活を支える交通手段とすることを目指す。

別添１－２

事業実施と地域公共交通計画／生活交通確保維持改善計画との関連について

令和7年1月22日

協議会名： 幸手市地域公共交通会議

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金



令和６年４月～令和１１年３月

令和６年度 幸手市地域公共交通会議（埼玉県幸手市）
（地域内フィーダー系統確保維持事業）

地域の公共交通等の現況・課題

目標を達成するために行う事業の今年度実施状況

アピールポイント

幸手市は、国道４号を中心に市街地を構成し、商業施設については国道４号沿いに集中している。一方で居住地や
公共施設は郊外にも点在している。

本市の公共交通としては、鉄道、路線バス、タクシーが挙げられ、路線バスについては、東武日光線幸手駅をはじめ、
鉄道駅へと接続する路線が市内・市外を通り放射状に延びている。

増加する高齢者を中心とした市民の日常生活を支える交通手段を確保していくことが課題である。

交通計画の計画期間

交通計画の基本的な方針／定性的な目標

面 積 33.93ｋ㎡

人口 （R6.4.1時点） 48,898人

15歳未満 4,511人

65歳以上 17,540人

高 齢 化 率 35.9％

増加する高齢者や、運転免許証返納により地域公共交通を利用せざる得ない人への対応が課題となる中、市内外へ
の移動や、買い物・通院等、市民の日常生活を支える交通手段を確保する。

また、都市環境・生活環境に適応した持続可能な公共交通体系の構築を目指し、あらゆる施策を検討していく。

市内循環バスの利用促進を図るため、下記の取組を実施。
①希望者へのマイ時刻表の作成
②ナビタイムにおける市内循環バスのインターネット検索環境の提供
③民間路線バスとの乗継円滑化を図るため、停留所相互への案内表示
④１日乗車券を利用した杉戸町町内巡回バスとの相互乗換の実施
⑤期間中(R5.12.11～12.16)はどなたでも無料で乗ることができる、市内循環バス無料乗車キャンペーン（乗り乗りWeek）

の実施

赤色部分→幸手市

（令和6事業年度に係るもの）
・令和5年度第1回（令和5年6月16日）
R6事業年度フィーダー計画を協議

・令和5年度第3回（令和5年11月8日）

市内循環バス無料乗車キャンペーン実施
について報告
・令和5年度第4回（令和5年12月18日）

市内循環バス無料乗車キャンペーン結果
について報告
・令和6年度第3回（令和7年1月22日）

（書面開催）
R6フィーダー事業評価について協議

協議会開催状況

本市では増加する高齢者を中心とした市民の日常生活を支える交通手段を確保することを目的として、平成２７年１
０月からデマンド交通を運行してきたが、市で運行する公共交通の利便性及び効率性を高めるため、市民アンケート等
を実施し、その結果を踏まえて、令和４年１月から市内循環バスの運行を開始した。市内循環バスでは中心市街地に点
在している日常生活に必要な病院、商業施設、公共施設等を鑑み、それらを循環する路線を考慮し、東西地域からの
アクセスを可能とした５系統を運行している。

多くの市民の日常生活を支える交通手段とすることを目指し、周知・利用促進の取組を実施している。


